Visiting a Magistrates\u27 Court: an essay for the retirement of Prof. Tanaka from the riverside of the Cam by 奥 武則










































































そのNewcomers & Visiting Scholars の11月の催しに“Law in Action”というのがあった。説明










ト・ストリートに面しているエマニュエル・カレッジのマスターズ・ロッジで Magistrates’ Court 
の説明があった。説明してくれたのは，Magistrates’ Court の Magistrate の１人である。
さて，まずは，Magistrate とMagistrates’ Court について説明しなければならない。といっても，
この日の見聞とその後多少調べた程度の知識しかない。専門家にはとっては「いまさら」というこ












Magistrate が裁判をする裁判所が Magistrates’ Court である。一番下級の裁判所という意味では，
日本の簡易裁判所に相当するといえる。ただし，仕事の中身は日本の簡易裁判所とは相当に違うよ
うだ。同じイギリス（連合王国United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland）といっても，
スコットランドと北アイルランドは他の地域とさまざまな面で違いがある。Magistrates’ Courtも
イングランドとウェールズにしかない。
マスターズ・ロッジのホールに現れた Magistrate は，中年の女性だった。実際にMagistrates’ 






















しばしば話しかけている。後で知ったことだが，この男性は法曹資格を持つ Clerk to the 
Magistrates で，法律の素人である Magistrate の，いわば「法律顧問」といった役どころらしかっ




















Magistrates’ Court がある。その数，約360。Magistrate の人数も膨大になるだろう。イギリス法
務省が発行している“SERVING AS A MAGISTRATE－a detailed guide to the role of JP”（“JP”











①Good character: to have personal integrity and enjoy the respect and trust of others.
②Understanding and communication: to be able to understand documents, identity relevant 
facts, follow evidence and communicate effectively.
③Social awareness: to appreciate and accept the rule of law.
④Maturity and sound temperament: to have an awareness and understanding of people and a 
sense of fairness.
⑤Sound judgement: to be able to think logically, weigh arguments and reach a sound decision.
⑥ Commitment and reliability: to be committed to serving the community, willing to undergo 



















Do I get paid?
No. Magistrates give up their time for the vital task of administering justice on a voluntary 
basis. However, many employers allow time off with pay for Magistrates. If you do suffer loss of 




この各種の手当についてはすぐ後でふれるが，「ボランティア」にしても voluntary basis にして
も，どれぐらいの仕事をするのかということを抜きに考えるわけにはいかない。これも先のQ&A 
から引用しよう。
Is being a Magistrate time consuming?　
You are required to sit for a minimum of 26 half-days each year and to be available for full day 




「 本 業 」 を 持 つMagistrateは， こ の 時 間 を ど の よ う に 捻 出 す る の だ ろ う か。Magistrates’ 
Association のウェブサイト（http:// www. magistrates-association-temp. org. uk/）に Employment 















Magistrates’ Association のウェブサイトの Why become a Magistrate? と題したページの冒頭に
は，次のようにある。
Magistrates are ordinary people serving their local community. Magistrates come from a wide 
range of backgrounds and occupations ― from bus drivers to architects, pilots to mechanics, 
nursery nurses to retired people , unemployed to teachers. They are ordinary men and women 




















法務省が作った「裁判員制度Q&A」（http://www. saibanin. courts. go. jp/qa/index. html）を見
ると，３項目の「選任手続き」の中に「裁判員になることは辞退できないのですか」という質問が
あって，実にくわしく回答が示されている。日本のordinary people にとって「裁判員」はまずは





門家としての非学問的な想定だが，日本に Magistrates’ Court を導入したら，どうなるだろうか。
おそらく，Magistrate のなり手がなくて，制度は早々に崩壊するだろう。
裁判員制度は多くの国にある陪審制度とは違う日本独自のものである。法務省ホームページ英語
版では，The saiban-in (lay judge) system と表記している。カッコ内の lay judgeの lay は「非専門
家の」「素人の」といった意味だから，説明としてはまちがってはいない。裁判員制度に関する英
語文献を調べてみると，このほかに citizen judge system という言葉を使っているものも少なくない。
イギリスの法学専攻大学生が使う試験対策のごく一般的な参考書と思われる Tim Vollans & 
Glenn Asquish “English Legal System”（Oxford University Press，2009年）をのぞいてみると，第
６ 章 が Lay participation: Magistrates で あ る。 こ こ で も lay と い う 言 葉 が 使 わ れ て い る。 
Magistrate はイギリスで当然のごとく，司法への「一般人の関与」の具体的なかたちとして考え
られているのである。それはやはり１つの citizen judge system といっていいだろう。
国家から小さな市町村まで，さまざまな community がある。それを形づくるのが，ordinary 
people にほかならない。community の公共的側面との関係に着目したとき，ordinary people は， 
citizen と呼ばれることになる。司法は community の秩序維持に関わる公共的仕組みである。その


















ordinary people からcitizenへの変身にかかわって，私が痛感した裁判員と Magistrate の違いは，
つまりは〈公〉と〈私〉との「関係」のあり方の違いである。裁判員に関してまずは「辞退できる
かどうか」を考える日本の ordinary people は，いわばどっぷりと〈私〉に浸かっていて〈公〉へ














前掲“English Legal System”に Magistrate の構成に関して興味深い記述があった。Magistrate 
全体の中でフルタイムの仕事からリタイアした人の比率は40パーセント以上だという。また職業
では，professional and managerial ranks 出身の人が増え続け，manual working occupations 出身の 
Magistrate はいまや全体の10パーセントしかいないそうだ。Magistrate の構成は地域社会を真に









では，その余の ordinary people はどうしているのか。これから先はさらに憶断を重ねることに



















violence against the person 2,438（21）
sex offences 150（１）
burglary 1,365（12）
offences against vehicles  1,392（12）
カッコ内は人口1,000人当たりの件数である。ケンブリッジ市の人口は約12万人。ちなみにロン
ドン（大ロンドン）を見てみると，このカッコ内の数字上から３つはそれぞれ23，1，13である。
世界に冠たる学園都市ケンブリッジも治安の点では巨大都市ロンドンとそれほど差があるわけでは
ないようだ。
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〈私〉と〈公〉の「関係」のあるべき姿は，簡単には見えてこない。出口の見つかりそうにない，
とりとめのない思考はこのあたりで止めておこう。
いま，パソコンに向かっている部屋からから銀世界が見える。数日前に降ったかなりの雪がまだ
溶けずに残っている。午後３時過ぎになると，もう薄暗い。日照時間が極端に短い。小文を書き次
いでいるうちに2009年もあと残り10日足らずになってしまった。
陽光が降り注ぐ「春」が待ち遠しい。あの草原では，牛たちと再会できるのだろうか。
